
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚（定置網） 

発生日時 令和７年９月１４日 ０５時４５分頃 

発生場所 岩手県久慈市小袖漁港北東方沖 

 久慈牛島灯台から真方位１５９°３.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯４０°１０.３′ 東経１４１°５１.５′） 

事故の概要  プレジャーボートシーバード２は、航行中、定置網に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年９月２６日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート シーバード２、５トン未満（長さ７.４７ｍ） 

２７０－４１４８６香川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船内外機のドライブユニットの脱落（全損） 

定置網 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

日出時刻：０５時１２分頃 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、宮城県仙台塩釜港仙台区に向かう

目的で、久慈市久慈港を出航した。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させていたものの、

操舵室内の操縦席の椅子に座り、目視のみで見張りを行いながら、手

動操舵で操船していた。 

船長は、船首をやや浮上させながら約４０km/h の対地速力で、本船

を南南東進させていたところ、突然船尾部に衝撃を受け、機関が停止

したので、すぐに本船の周囲を確認した。 

船長は、定置網の敷設場所を示す黒色の浮玉が浮いており、本船が

小袖漁港北東方沖の大型定置網（以下「本件定置網」という。）に乗

り揚げたことに気付いた。本船の船内外機のドライブユニット（船内

外機の動力を伝えるギアやクラッチが内蔵された場所）が脱落し、海

水が船尾部から船内に流入していたので、本事故の発生を海上保安庁

に通報した。 

船長は、来援した岩手県漁船海難防止・水難救済会の所属船によっ

て救助された。 

本船は、事故発生場所付近で沈没した。 

（図１ 参照） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （海上保安庁ウェブサイトの「海洋状況表示システム」*1を利用） 

 

船長は、ふだんから、ＧＰＳプロッターにあらかじめ入力されてい

る定置網の敷設情報を確認したり、航行予定海域の定置網などを目視

で確認したりしながら操船すれば、本船が定置網に乗り入れることは

ないと思っていたが、同プロッターには本件定置網の敷設情報が入力

されていなかった。 

船長は、ＧＰＳプロッターにあらかじめ入力されている定置網の敷

設情報の他に定置網が敷設されていると思っていなかったので、航行

予定海域の定置網の敷設状況を海洋状況表示システムなどで事前に確

認していなかった。 

本件定置網の沖側には、定置網が敷設されておらず、航行の支障と

なるものはなかった。 

分析 (1) 船長は、ＧＰＳプロッターにあらかじめ入力されている定置網

の敷設情報の他に定置網が敷設されていると思っておらず、航行

予定海域の定置網の敷設状況を海洋状況表示システムで事前に調

査するなど、事前に水路調査を行っていなかったことから、本件

定置網が敷設されていることを知らなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、レーダーを作動させていたものの、目視のみで見張り

 
*1 「海洋状況表示システム」とは、海洋関係機関が収集・保有している海洋情報を集約し、衛星情報や海上気象

の情報などを地図上で重ね合わせて表示させる海上保安庁によるインターネットサービスをいう。 

図１ 事故発生経過概略図 
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を行いながら操船していたことから、本件定置網に気付かなかっ

たものと考えられる。 

(3) 本船は、船首をやや浮上させながら航行していたことから、目

視による船首方の見張りに支障が生じ、船長は、本件定置網の敷

設場所を示す浮玉に気付くことができなかった可能性があると考

えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、小袖漁港北東方沖を南南東進中、本件

定置網に乗り揚げたものと考えられる。 

(5) 船長は、事前に水路調査を適切に行って本件定置網の敷設情報

を把握した上で、本船が本件定置網の沖側を航行していれば、本

事故の発生を防止できたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、小袖漁港北東方沖を南南東進中、船長が、航行

予定海域の定置網の敷設状況を事前に調査するなど、水路調査を行っ

ていなかったため、本件定置網に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、定置網が設置されている海域を航行する際、航行予定海

域の定置網の敷設情報について、海洋状況表示システムや現地の

漁業協同組合に確認するなどして事前に調査しておくとともに、

最新の定置網の敷設状況をＧＰＳプロッターに入力して活用する

こと。 

 ・船長は、定置網が設置されている海域では、定置網から十分な離

隔距離をとって自船を航行させること。 

 ・小型船舶の船長は、定置網が敷設されている海域を高速で航行す

ると、船首浮上によって船首方に死角が生じ、敷設されている定

置網に気付くことができなくなる可能性があるので、適宜減速し

たり船首を左右に振ったりするなど、死角を無くす又は補う見張

りを行うこと。 

 


